
例年はゴールデンウィーク前後に村内
のエゾヤマザクラは開花しますが、今
年は４月中頃に開花しました。さて、
開拓の村のゴールデンウィークのイベ
ントは、５月３日から７日の５日間に
行います。皆さまのお越しをお待ちし
ております。
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© 北海道歴史文化財団農村群のエゾヤマザクラ（４月 28 日撮影）



開拓の村アーカイブ　⑥
今から４０年前･･･１９８３（昭和５８）年５月５日のスナップ写真
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開拓の村がオープンした年の５月５日子どもの日のスナップ写真。
子どもたちが水辺で遊んでいます。ここはどこでしょう？　分かりますか？



石垣の形、そしてベンチ（中央左）を頼りに、ほぼ同じアングルから撮影してみ
ました。

オープン当初は、水が溜まっておらず、水辺で遊べるようになっていたようです。
そして池の周りの木々はすっかり大きくなり、建物が見えにくくなっています。

　© 北海道歴史文化財団
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お知らせ　開村 40 周年記念　第二弾！
5 月 3 日（水）～ 5 日（金）の 3 日間、ご入場の中学生以下の方先着３００名様
に開拓の村オリジナルグッズをプレゼント！各日とも無くなり次第、終了します。
　　　５/３：開拓の村オリジナルふせん、５/４：開拓の村オリジナル B5 ノート
　　　５/５：開拓の村オリジナルメモ帳
なお、中学生以下の方は、従来通り、開拓の村へは入場無料です。
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開拓の村アーカイブ　⑦　今から４０年前

･･･１９８３（昭和５８）年５月５日のスナップ写真　ここはどこ？
© 北海道歴史文化財団



子どもの広場の向かいにある藤棚がある付近。手がかりは、右下のマンホールと

中央奥にある看板でした。今も昔も、青空の下で食べるお弁当は美味しいですね。

© 北海道歴史文化財団
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お知らせ　ゴールデンウィークは、開拓の村へ
５月３日 ( 水 ) ～７日 ( 日 ) の５日間、兜づくり、大道芸人の実演､ 畳職人の実演、
昔のしごと体験､ 染物や印刷体験など､ 開拓当時の雰囲気を五感で楽しめるイベン
トをご用意しています。これらの昔体験が、子どもたちにとっては新しい体験と
なるはず！　ご家族そろって開拓の村へお越しください！



子どもの広場の向かいにある藤棚がある付近。手がかりは、右下のマンホールと

中央奥にある看板でした。今も昔も、青空の下で食べるお弁当は美味しいですね。

最後までお読みいただきありがとうございました。　（発行：一般財団法人北海道歴史文化財団　2023.4.30）

村内のあっち、こっちで、むかし体験！

11 月 5 日までは、だれでもいつでも、昔の生活文化を体感することができる
ミニ体験を開催中！　村内をめぐりながら、各場所で体験すると、気づけば
むらびと気分になるかも⁉ （参加は無料ですが、予告なしに休止、内容を変更している場合があります）
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          　　　～体験メニュー（毎日　１０時３０分～１５時３０分）～
・印刷ミニ体験（旧小樽新聞社）　　　  ・染物ミニ体験（旧近藤染舗）

・記念写真体験（旧広瀬写真館）　　　  ・わら細工ミニ体験（旧山田家養蚕板倉）
 ・昔の遊び体験（旧岩間家農家住宅）　　・乳牛模型で搾乳体験（旧小川家酪農畜舎）

・和楽器体験（旧菊田家農家住宅） ※和楽器体験のみ開館時間内随時体験できます
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染物ミニ体験 印刷ミニ体験


